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２．彫刻作品公開制作 （８月３日～９月４日）

３．彫刻体験ワークショップ （８月11日）

１．行灯みこしづくり （６月30日・７月７日・13日）

　今年度で３年目を迎えた「パブリックアートによる
まちづくり事業～アート・タウン・プロジェクト」。今
年度もたくさんのプログラムを実施し、たくさんの方
に参加していただきました。各プログラムに参加した
方からは「貴重な体験をすることができた」「美術へ
の関心が深まった」などと好評をいただいています。
　今回は総集編として今年度実施したアート事業を
ご紹介します。

　武蔵野美術大学と連携し、常盤の菅野養蜂場さんの作業場を借り
て約30日間の制作を公開。彫刻家の李旭さんと細井えみかさんに
躍動感あふれる鉄製のトラクター「おきあがるもの」を制作してい
ただきました。

　李さんと細井さんの指導で、子どもから大人まで30名の参加者が、溶接
機で鉄を切ったり、材料を組み立て、きれいな音が鳴る鉄製のウェルカムチャ
イムを作りました。参加者は完成したウェルカムチャイムの美しい音にとて
も感動していました。

　こども園の回廊と遊戯室の窓ガラスに、水族館をテーマに、魚の絵を描い
ていただきました。次の日に登園してきた園児や保護者は、窓ガラスに描か
れた迫力のある絵にとても驚き「水族館みたいで楽しい！」と喜んでいました。

　子どもたちが描いた絵を貼り付けた行灯みこしを作り、ふるさとまつりの行灯パレード
に参加しました。　協力／アートで訓子府（まち）を楽しむ会「りとるあーてぃすと」

４．第50回北海道教職員美術展「地方移動展」（１月21日～ 26日）

５．武蔵野美術大学の学生チーム「旅するムサビ」
　　６名によるアート事業 （２月16日～ 18日）

①こども園「窓ガラスジャック」（２月16日）

　こども園の4・５歳児を対象に、紙コップを２万個使ったワークショッ
プを実施しました。たくさんの紙コップを使った非日常的な遊びに、
子どもたちはとても楽しんでいました。17日は保護者や一般町民も参
加し、子どもたちと一緒にワークショップを楽しみました。

②「紙コップであそぼう」（２月17日・18日）

　一般町民向けに、作品の作者である学生と対話しながら作品を鑑賞す
る「対話型作品鑑賞会」を実施しました。
　参加者は作品を前にして、最初は「何の作品だろう」と首をかしげて
いましたが、参加者同士や作者と対話していくうちに「楽しく作品や美
術への理解が深まった」と感想を述べていました。

③「対話型作品鑑賞会」（２月17日）

　第50回記念となる北海道教職員美術展が開催され、絵画、書道、立体、写真の優秀
な作品110点が町公民館に展示されました。

主催／北海道教職員美術展「地方移動展」訓子府町実行委員会

　武蔵野美術大学の学生チーム「旅するムサビ」メンバーに来町していただき、
３つのプログラムを実施していただきました。

２年生 北見支援学校訪問 卒業生講話

待ちに待ったスキー学習 ウインタースポーツを楽しみました
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　昨年から雪がなかなか降らず、今年はスキー学
習ができないのでは？と心配されましたが、１月
末の大雪で訓子府スキー場がオープンし、ホッと胸
をなでおろしているところです。
　初めてスキーに挑戦する１年生は、広いゲレンデ
の山に向かって一歩一歩登り、プルーク等で滑る練
習をしています。皆、苦戦しながらも滑り降りると
きはとても気持ちが良さそうです。早くロープトー
で頂上まで行けるようになるといいですね。頂上
から見える景色は素晴らしいです。
　スキー指導員やスクールサポーター、保護者の皆
さんには大変にお世話になり本当に感謝です。

　２年生は２月６日に福祉学習として北見支援学校
を訪問させていただきました。この活動は①互い
を正しく理解し支え合うことの大切さを学ぶこと②
共に生きる社会の一員として、自分にできること
を実践していく態度を育てていくことを目的として
います。今年も大玉転がしや玉入れリレーなどを共
に楽しみ、「YELL」の合唱発表と「パプリカ」を
一緒に踊りました。訪問後の生徒からは「気づか
いはもちろんだが、互いにわかり合うことが大切
と感じた」などの感想がありました。
　今後も共生社会をつくる一員として福祉をしっか
り学んでほしいと思います。

　１月23日、本校体育館で卒業生講話を実施しま
した。
　今年度は、町役場や民間企業、大学・専門学校
に就職・進学した本校卒業生４人を講師として招き、
現在の自分の状況や、在校生に今何をするべきか
など、貴重なお話をしていただきました。
　在校生はメモを取りながら真剣に先輩方の話を
聞いていました。
　積極的に質問する生徒が出るなど、自分の進路
を考えるうえで、大変有意義な時間となりました。

　１月下旬から２月中旬にかけてスケート学習を行
いました。雪不足で毎年居小グラウンドに造成さ
れる町営リンクの完成も危ぶまれましたが、無事に
完成し、例年通り子どもたちが楽しくスケートに取
り組むことができました。スケート少年団を指導さ
れている地域の方にも授業にご協力いただき、６
回目となる最終の授業では練習の成果を活かした
滑りを発表し、みんなが拍手をもらっていました。
　２月７日は、スキー遠足を実施し、保護者の方にも
ご支援をいただきながら楽しい１日を過ごしました。
　スケート授業、スキー遠足にご協力いただきまし
た皆様に感謝いたします。
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問合せ先／
管理課
☎47－2122

MANAGE

問合せ先／
給食センター
☎47－3331

LUNCH

　1月20日、北見市のミントマジシャンズクラブ会
長の長谷さんが、訓子府の子どもたちに手品を楽
しんでもらいたいと、こども園で手品を披露してく
れました。
　軽快なＢＧＭが流れると、子どもたちも興味津 ！々
目を輝かせて手品を見ていると、布の中から「鳩」
が出ました！長谷さんが「本物かどうか見てみるか
い？触ってもいいよ」と言ってくれると、子どもた
ちは飛び回る鳩を見て、「わぁ～本物の鳩だ～！」
と大喜びしていました。
　園児参加の場面も多く、触れ合いを楽しみ、友
達と共感しながら見ていた姿にも成長を感じまし
た。

　みその会様より手作りみそ20kgをいただきまし
た。安心安全手作りみそを、みそ汁で味わってもら
いたいと思います。
　また、きたみらい豆類振興会訓子府地区様より豆
類をいただきました（とら豆５kg、白花豆２kg、
小豆４kg）。
　子どもたちの豆ばなれが進んでいる中、訓子府
の子どもたちに地元でも豆が栽培されていること
と、生産された豆を食べてもらい食材として再認識
してほしいとの思いから寄贈を受け３年目となりま
した。
　２月４日、とら豆入りのドライカレーを作りました。
豆の甘さも加わり、たくさん食べてくれました。

　１月のミニ講座は、アルバム大使の資格を有す
る九石亜理紗さんに講師をお願いし、８名のお母
さん方にお気に入りの写真を持ち寄ってもらいア
ルバム作りをしました。
　マスキングテープやレースペーパーなどの色々な
素材を使い、時にはアドバイスをもらって素敵な作
品が出来上がり、お母さん方はとっても嬉しそうで
した。最後にお茶を飲みながら作品を見せ合い、
写真のエピソードも交え楽しい時間となりました。
　最近は写真をスマホで撮りため、プリントするの
はひと手間になっているようですが、家族写真を
家に飾ることで幸せになれるようですよ！

　雪の舞う訓子府町に、津野町交換留学生の小学
６年生４名が来町しました。２月１日～６日まで過
ごし、車での移動中は景色に「真っ白！」と雪に感
激の声、歓迎セレモニーでは緊張のあいさつ、さ
むさむまつりの綱引大会では初の１勝をすること
ができました。施設の見学やガラス玉のストラップ
作り、楽しみにしていたスケートは、指導後すぐに
立ち、歩き、滑ることができました。スキー場で
のそり滑りも体験、寒さに驚いた様子も見られま
した。
　また小学校に通学をしての交流、たくさんの素
敵な思い出を作り「津野町で訓子府町のことを話
したい」と離町しました。

♪ワクワク・ドキドキ手品♪ 手作りみそ・豆類をいただきました

一緒に楽しく思い出をカタチに！

津野町交換留学生　
　　　　　　雪に感激

2020年（令和２年）３月号 第311号(4)

公
民
館
利
用
申
請
受
付
は
、３
ヶ
月
前
か
ら
。早
目
に
ご
相
談
を
　
℡
４
７―

２
１
２
１（
公
民
館
）

　童謡などをピアノ伴奏により、参加者で歌
う教室です。ぜひご参加ください。
●と　き／３月24日（火）10:00 ～ 11:30
●ところ／町公民館講堂
●講　師／吉原声楽・ピアノ教室
　　　　　吉原　愛　氏
●対　象／①若がえり学級生
　　　　　②一般町民（公開講座）
※どなたでも参加・
　観覧できます。
●参加料／無料
●問合せ／町公民館
　　　　　（℡47－2121）

　町内在住の60歳以上の方が対象です。高
齢者の生活に役立つ講演やクラブ活動など、
充実した内容です。みなさんの参加をお待
ちしています。
●と　き／毎月第２・４火曜日 
　　　　　10:00 ～ 14:45
　　　　・第２火曜日　クラブ活動
　　　　・第４火曜日　講演、クラブ活動
●ところ／町公民館ほか
●クラブ活動／園芸、陶芸、民踊、民謡、
　　　　　　　楽らくストレッチ、書道、
　　　　　　　カラオケ、図書、歌声（新設）
●自治会費／ 2,500円（予定）
※４月28日の開講式で会費を集めます。
●申込み／４月８日（水）までに
　　　　　町公民館（℡47-2121）

令和２年度若がえり学級生募集 開町100周年・町制施行70年記念事業
ＮＨＫラジオ公開録音

●と　き／４月17日（金）開場17:30
　　　　　開演18:00　終演予定20:00
●ところ／町公民館
●出　演／コント山口君と竹田君、
　　　　　ねづっち、三遊亭萬橘、チャー
　　　　　リーカンパニー、江戸家小猫、
　　　　　三遊亭遊雀
●司　会／増子　有人（ＮＨＫ北見放送局）
●入場料／無料（チケット１枚で２人まで入場可）
●観覧申込／｢郵便往復はがき｣に以下を記
　　　　　　入して、お申込みください。
〈往信用裏面〉郵便番号、住所、名前、電
　　　　　　　話番号
〈返信用面面〉郵便番号、住所、名前
〈返信用裏面〉何も記入しないでください。
　　　　（抽選結果を印刷して返送します）
【あて先】〒090-8691（住所不要）
　　　ＮＨＫ北見放送局「真打ち競演」係
●応募締切／３月24日(火)必着
●問合せ／NHK北見放送局
　　　　　（0157-23-4181）
　　　　　総務課庶務係
　　　　　（℡47－2112）

「真打ち競演」

●と　き／３月21日（土）
　　　　　　開場18:00　開演18:30
●ところ／町公民館講堂
●入場料／大人500円、小中学生300円
●指　揮／熊谷　正人
●演奏曲／ルーマニア民族舞曲、ディズニー
　　　　　メドレー 他
●問合せ／渕野さん
　　　　　（℡090-9518-1694）
●主　催／オニオン吹奏楽団

第18回
オニオン吹奏楽団定期演奏会

若がえり学級公開講座

みんなで歌おう！！
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開町100周年・町制施行70年に向けて

問合せ先／図書館
☎47－2700

つぶやいています

子育て支援センターで読み聞かせ

　今年は「開町100周年・町制施行70年」の年です。新年度になると記念事業
も開催され、きっと忘れられない年となるでしょう。
　さて、町制が施行された70年前の昭和26年、旧役場庁舎として建設された歴
史館にとっても記念の年となります。一部に資料を展示するための
改修が施されていますが、町長室の装飾された漆喰の天井や館内の
大きな柱、集合煙突など、建設当時のままの姿を見ることができます。
　新年度には、この70年前の建物の見学を含めて「開町100周年・
町制施行70年」にちなんだ資料の展示を企画していますので、ど
うぞお楽しみに！

　昨年実施しました「読書に関するアンケート」調査で、
要望が多く寄せられました日曜開館につきまして、令和
２年度試行として４月から毎月第２日曜日を開館します。
利用状況やご意見などをお聞きし、町民みなさんがより
利用しやすい開館日・時間を検討していきます。

読みたい雑誌選びます

　毎月、子育て支援センター「ひだま
り」に出向いて読み聞かせをしています。
●と　き／３月18日（水）11:10（予定）

　　　　ツイッター公式アカウント
　　　　@kun_tosyo

みなさんの投票で

４月から

４月12日（日）10:00～17:00

お試しで

　現在、50種類の雑誌を定期購入しています。この度
利用者のみなさんの投票により「読みたい・借りたい
雑誌ランキング」を決めたいと思います。
　図書館では、投票結果を尊重し、ジャンルや年齢層
のバランスを考慮して購入雑誌を選定していきます。

≪投　票≫
◯投票期間　３月９日（月）～ 21日（土）
◯投票場所　図書館カウンター
◯投票できる方　利用者カード登録者
※指定の投票用紙により投票してください。

　「いつでも絵本の読み聞かせ」をしています。
お気軽に図書館職員へ声をおかけください。　

　「図書館こどもの日」に本を借り
た小学生、乳幼児（保護者）のみな
さんに本を１冊プレゼントします。
　３月１4日（土）10:00　
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～気軽に始める知力のスポーツ！～

主催：訓子府町教育委員会

初心者ゲートボール体験教室

屋外体育施設閉鎖のお知らせ

～訓子府町スポーツセンターオープン記念～
オホーツク玉入れ選手権大会が終了しました

【報告】衣食住を共に！通学合宿を実施しました！

●と　き　３月４日（水）・５日（木）　
　　　　　13:30 ～ 15:00　
●ところ　屋内ゲートボール場（穂波）
●内　容　ゲートボール体験　●参加料　無料　
●講　師　訓子府町ゲートボール協会
●持ち物　動きやすい靴※用具はレンタル有り
●申込み　スポーツセンター（℡47-2195）

　２年間の公民館開催を経て、２月９日に第18回オホーツク玉入れ選手権大会がスポーツセン
ターで開催されました。
　今大会は姉妹町である高知県津野町チームや町内の４チームなど計19チームが熱戦を繰り広
げました。惜しくも訓子府のチームは優勝にあと一歩届きませんでしたが、新たなスポーツセン
ターで新たな歴史がスタートしました。

　冬季体育施設は下記の日程をもちまして、閉鎖させていただきました。
今シーズンは雪不足により開設期間が大幅短縮となってしまいましたが、ご利用ありがとうござ
いました。
●居武士スケートリンク　２月17日
●町営スキー場　２月29日

　２月３日～７日まで、町公民館と青少年研修館で通学合
宿を実施し、中学生５名、小学生９名が参加しました。初
日は中学生のジュニアリーダー研修の日として、小学生は
４日から参加しました。
　最初はみんな緊張していましたが、衣食住を共にする中
で、みんな仲良く過ごすようになっていきました。
　今年も夕食作りや、地域の人にお風呂を借りる「もら
い湯」のボランティアさんに協力してもらい、地域の人と
交流をしながら生活体験をすることができました。
　今年は防災体験活動も取り入れ、災害時のトイレ体験や、
ハイゼックス炊飯袋を使ったご飯作りなども実施しました。
　今後も、子どもたちの社会性や自主性、協調性を育む
ことを目的として通学合宿を実施していきたいと思います。

初参加の津野町チーム 大熱戦となった決勝戦パフォーマンス賞「オトコマツリーズ」


